
奈良市音声館指定管理者選定委員会審査項目表

審査日：令和7年1月17日

A B C D E 可の数 否の数 判定

① 市民による平等利用に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0 適

② 情報公開に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0 適

③ 法令遵守に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0 適

3
事業計画書の内容が公の施設の経費
の縮減が図られるものであること

① 経理の適正性 適 適 適 適 適 5 0 適

① 施設の維持管理に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0 適

② 施設の安全対策、非常時の対応に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0 適

比率 A B C D E 平均 計 計 優れている点 劣っている点

① 施設の現状分析 5 4 4 5 4 4 4.2 21

② 「奈良市音声館　施設活性化方針」に基づく運営 10 8 8 8 6 8 7.6 38

③ 事業実施計画（施設管理） 5 3 3 3 3 3 3 15

④ 事業実施計画（企画事業） 5 4 3 4 3 4 3.6 18

⑤ 自主事業実施計画 5 4 3 4 3 4 3.6 18

⑥ 利用の促進、サービスや施設の魅力向上 5 4 4 4 3 4 3.8 19

⑦ 施設の目標設定 5 4 3 3 3 3 3.2 16

3
事業計画書の内容が公の施設の経費
の縮減が図られるものであること

① 指定管理料の提案額 30 30 30% 10 10 10 10 10 10 50 50

① 職員の配置、勤務体制及び研修計画 5 3 3 3 4 4 3.4 17

② 類似事業の実績、ノウハウ 5 4 4 4 5 5 4.4 22

③ 財務状況の健全性 5 3 3 3 3 3 3 15

① 施設の管理運営に対する熱意・意欲 5 3 3 4 4 4 3.6 18

② DX推進に関する取組み 5 3 3 3 3 3 3 15

③ 地域等における連携・貢献 5 4 4 4 4 4 4 20

100 100 100% 61 58 62 58 63 60.4 302 302

■　採点等の基準

　・点数審査　該当する評価に応じて下記のとおり採点する。

ただし、特に重要な項目は2倍の点数

施 設 の 名 称 奈良市音声館

適否審査

選定の基準 審査項目

申 請 団 体 の 名 称 奈良町くりえいと

1
市民による公の施設の平等利用を確
保できるものであること

4
事業計画書に沿った公の施設の管理
を安定して行う能力を有していること

点数審査

意見

15%

適否審査集計

選定の基準 審査項目
意見

2
事業計画書の内容が公の施設の効用
を最大限に発揮させるものであること

15 15%5
その他効果的に公の施設の設置の目
的を達成することのできる団体である
こと

合計点

4
事業計画書に沿った公の施設の管理
を安定して行う能力を有していること

〔総評〕

適　・　否

適　・　否

適　・　否

点数

満点

40

・施設活性化方針を十分に理解され
事業計画に反映できている。
・市民サービス向上については、多
岐にわたり具体的に考えられてい
る。

40%

15

点数審査集計

145

54

53

１．審査項目ごとに審査の方法は、次のとおりとする。 ・課題を一度に解決しようとせず、5年間の指定管理期間において、各年の
重点目標を設定する等、限られた予算で順番をつけて解決していってほし
い。
・外国人等新たな利用客習得に向けて、ボランティア等も活用し、工夫して
いっていただきたい。
・市民団体を中心とする共同体であるため、市からの支援や積極的なかか
わりが必要と思われる。指定事業を核としながら協議を進め、連携を深め
ていただきたい。
・他の管理施設と連携した運営や事業実施をすることで、利用者の増加に
つながることを期待している。
・共同体を構成する各団体の持つ特性や経験を活かし、音声館の特色を
創っていってもらいたい。

　・適否審査　指定管理者としてふさわしければ適、ふさわしくなければ否とする。

特に優れている：5点　優れている：4点、妥当である：3点、劣っている：2点、特に劣っている：1点

２．指定管理料の提案額の評価・採点は、次のとおりとする。

　指定管理料の提案額が上限額の80％未満：30点、80%以上85%未満：25点、85%以上90%未満：20点、90%以上95%未満：15点、95%以上100%未
満：10点、100%：5点　提示金額が上限を超える場合は、点数を0とする。

適否

適　・　否

適　・　否

適　・　否


